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【公開番号】特開2011-239701(P2011-239701A)
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【年通号数】公開・登録公報2011-048
【出願番号】特願2010-112588(P2010-112588)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   5/00    ２０２　
   Ａ６１Ｋ  35/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月25日(2013.10.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者から採取された血球細胞から単核球を分離するステップと、Ｔ細胞を前記単核球
から除去するステップと、前記Ｔ細胞が除去された残りの細胞を、ＧＭ－ＣＳＦ及びＳＣ
Ｆを含む培地で培養するステップとを含むことを特徴とする、樹状細胞の調製方法。
【請求項２】
　前記Ｔ細胞を前記単核球から除去するステップは、ＣＤ３を表面に発現する細胞を除去
することによって達成されることを特徴とする、請求項１に記載の樹状細胞の調製方法。
【請求項３】
　前記ＧＭ－ＣＳＦ及びＳＣＦを含む培地で培養するステップは、少なくとも３週間実行
されることを特徴とする、請求項１又は２に記載の樹状細胞の調製方法。
【請求項４】
　前記ＧＭ－ＣＳＦ及びＳＣＦを含む培地で培養するステップは、少なくとも４週間実行
され、その後、ＧＭ－ＣＳＦ及びＩＬ－４を含む培地に切り替えて培養するステップを含
むことを特徴とする、請求項１ないし３のいずれか１つに記載の樹状細胞の調製方法。
【請求項５】
　前記血球細胞は、末梢血、臍帯血、骨髄及び／又はリンパ節から採取されることを特徴
とする、請求項１ないし４のいずれか１つに記載の樹状細胞の調製方法。
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【請求項６】
　前記血球細胞は末梢血からアフェレーシス法により採取されることを特徴とする、請求
項５に記載の樹状細胞の調製方法。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１つの方法によって調製される樹状細胞を含むことを特徴
とする、樹状細胞移植療法用医薬品組成物。
【請求項８】
　がん又は感染症を治療するためであることを特徴とする、請求項７に記載の樹状細胞移
植療法用医薬品組成物。
【請求項９】
　自己免疫疾患、アレルギー疾患又は１型糖尿病を治療するためであることを特徴とする
、請求項７に記載の樹状細胞移植療法用医薬品組成物。
【請求項１０】
　前請求項１ないし６のいずれか１つの方法によって調製される樹状細胞と異なるＨＬＡ
遺伝子型を有する、患者に移植されることを特徴とする、請求項７ないし９に記載の樹状
細胞移植療法用医薬品組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　１９９０年代に確立された樹状細胞の調製方法では、末梢血、臍帯血、リンパ節等に由
来する単球が、ＧＭ－ＣＳＦ及びＩＬ－４の存在下で５ないし７日培養され、その後、微
生物又はＴ細胞由来の因子、例えば、ＴＮＦ－α、ＩＬ－１β、ＩＬ－６、ＰＧＥ２等の
向炎症性メディエーター等で刺激されて、Ｔ細胞刺激能を獲得した成熟樹状細胞が得られ
た（非特許文献５ないし７）。その後、ＧＭ－ＣＳＦ及びＩＬ－４存在下で１日培養後に
、
前記向炎症性メディエーター存在下で１日培養するだけの促成調製方法が開発された（非
特
許文献８）。しかし、これらの調製方法では、樹状細胞の前駆細胞から、樹状細胞に分化
させるだけであって、樹状細胞の前駆細胞自体の数を実質的に増加させるわけではない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
【非特許文献１】Ｌｉｐｓｃｏｍｂ、Ｍ．Ｆ．及びＭａｓｔｅｎ、Ｂ．Ｊ．、Ｐｈｙｓｉ
ｏｌ．Ｒｅｖ．、８２：９７－１３０（２００２）
【非特許文献２】Ｓｔｅｉｎｍａｎ、Ｒ．Ｍ．及びＢａｎｃｈｅｒｅａｕ、Ｊ．、Ｎａｔ
ｕｒｅ、４４９：４１９－４２６（２００７）
【非特許文献３】Ｈａｒａｄａ，Ｙ．ら、ＰＬｏＳ　ＯＮＥ、４：ｅ６６７４（２００９
）
【非特許文献４】Ｔａｔｓｕｔａ、Ｋ．ら、Ｇｅｎｅ　Ｔｈｅｒ．１６：２４０－２５１
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（２００９）
【非特許文献５】Ｃａｕｘ、Ｃ．ら、Ｎａｔｕｒｅ、３６０：２５８－２６１（１９９２
）
【非特許文献６】Ｒｏｍａｎｉ、Ｎ．Ｓ．ら、Ｊ．Ｅｘｐ．Ｍｅｄ．、１８０：８３－９
３（１９９４）
【非特許文献７】Ｓａｌｌｕｓｔｏ、Ｆ．及びＬａｎｚａｖｅｃｃｈｉａ、Ａ．、Ｊ．Ｅ
ｘｐ．Ｍｅｄ．１７９：１１０９－１１１８（１９９４）
【非特許文献８】Ｄａｕｅｒ、Ｍ．ら、Ｊ．Ｉｍｍｕｎｏｌ．、１７０：４０６９－４０
７６（２００３）
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